
行動経済学会　第１４回大会（２０２０）　２０２０年１２月１２日（土）〜１３日（日）
オンライン大会
２日目：１２月１３日（日）

D会場 E会場 F会場
９：１５〜１２：１５ 一般報告 一般報告 一般報告
１８０分 セッション名 行動経済学理論の実証 労働と社会 ゲーム理論とモデル
一般報告セッション 座長 室岡健志／大阪大学 庄司匡宏／東京大学 大垣昌夫／慶應義塾大学

報告題名
Impact of Choice Set on Tobacco
Consumption

Motivated Agentsの検証：日本の介
護従事者のケース

On the characteristics of
evolutionarily stable self-
confidence bias

報告者 姚瑩（一橋大学） 加藤善昌（姫路獨協大学）【奨】
吉岡陽祐(筑波大学大学院）【奨】
【J】

討論者
Alistair Munro(National Graduate
Institute for Policy Studies)

河口洋行（成城大学） 宮下春樹（城西大学）

報告題名
Examining Patent Examiners: Present
Bias, Procrastination and Task
Performance

Happiness Makes Workers More
Productive: Evidence from Large-
Scaled Experiments

Identity Loss and Rent-Seeking in
Gender Categories

報告者 中嶋亮（慶應義塾大学）
岩崎敬子（ニッセイ基礎研究所）
【奨】

長谷川かおり（東洋英和女学院大学）

討論者 室岡健志（大阪大学） 山村英司（西南学院大学） 橋立洋祐 （早稲田大学）

報告題名 デフォルト効果に対する選択肢数の影響 公務員志望者への先行刺激と不正行動  

報告者 中村國則（成城大学） 小島健（福島大学）【奨】  

討論者 黒川博文(兵庫県立大学）
山根承子（株式会社パパラカ研究
所）

 

報告題名 　
地方公会計における会計指標と幸福度
との関連：財政と会計との比較をつう
じて

報告者 　 廣瀬喜貴（大阪市立大学）

討論者 岩崎敬子（ニッセイ基礎研究所）

　
13:10～13:40 一般ポスター報告者フラッシュトーク
３０分 座長：林良平（東海大学）

　
　

13:50〜15:05 テーマ 一般向け教育セッション 研究者向け教育セッション

７５分 座長 佐々木周作／東北学院大学 川越敏司／公立はこだて未来大学

環境省共催・ベストナッジ賞
特別企画
日本の政策ナッジの最前線

ポスト・コロナ時代の社会システムの
デザイン

司会：佐々木周作（東北学院大学）
登壇者：
池本忠弘(環境省)
髙橋勇太(YBiT，横浜市)
勝山明日香(茅ヶ崎市)

司会：川越敏司（公立はこだて未来
大学）
講演者：成田悠輔（イェール大学）

　
15:20〜16:50 特別セッション
９０分 「行動を迅速に捉える最新研究」

司会：林良平(高知工科大学)
登壇者：
星野崇宏（慶應義塾大学・理研AIP）
森脇大輔（サイバーエージェント）
鳥海不二夫（東京大学）
三浦麻子(大阪大学)

　
16:55〜17:15 表彰式：奨励賞・ヤフー決済金融カンパニー優秀論文賞

20分 　　　　 第三回学生論文コンテスト最優秀賞・優秀賞

　  行動経済学会ポスター報告奨励賞（学部生部門）

　
17:15〜18:00 受賞講演

４５分
ヤフー決済金融カンパニー

優秀論文賞
　

18:10〜18:40 奨励賞選考委員会・ポスター奨励賞選考委員会
３０分

9:15～10:00

10:00～10:45

10:45～11:30

11:30～12:15


